
高まる自社株買いの存在感

最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。 1

事業法人の買い越し額（年間）

出所：日本取引所グループ、作成：岡三証券
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自社株買いが海外勢の売りを吸収

最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。 2

海外投資家、事業法人の累積売買金額
（2022年）
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出所：日本取引所グループ、作成：岡三証券



自社株買いの「原資」は依然として豊富

最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。 3

利益剰余金の推移（全産業）

出所：法人企業統計 作成：岡三証券
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キャッシュリッチ、割安株に注目

最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。 4

主な割安・キャッシュリッチ企業

自動車部品

ニッパツ（5991）、スタンレー（6923）、 NOK（7240）

化学

東ソー（4042）、住友ベ（4203）、ゼオン（4205）、
リンテック（7966）

その他

アマダ（6113）、日本精工（6471）、ウシオ電（6925）、
京セラ（6971）


